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20周年記念事業はじまる I

昭
和
四
0
年
代
の
初
め
に
富
士
山
が
大
沢
川
の
崩

壊
に
よ
り
、
二
つ
に
割
れ
て
し
ま
う
と
さ
け
ば
れ
大

き
な
社
会
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
契
機

と
な
っ
て
、
昭
和
四
十
四
年
に
国
は
直
轄
事
業
と
し

て
富
士
山
砂
防
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
以
来
、
砂

防
事
業
は
、
二
十
年
の
歳
月
を
数
え
る
と
こ
ろ
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
間
大
沢
扇
状
地
対
策
事
業
に
約
二
七
0
億

円
の
巨
費
が
投
じ
ら
れ
、
砂
防
施
設
は
、
ほ
ぼ
八
〇

。ハ
ー
セ
ン
ト
の
完
成
を
見
る
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
は
弓
沢
川
・
足
取
川
な

ど
の
支
川
て
も
直
轄
事
業
を
行

っ
て
お
り
、
こ
れ
ま

あ
い
さ
つ

て
に
七
基
の
砂
防
ダ
ム
が
完
成
し
た
ほ
か
、
現
在
、

五
箇
所
に
お
い
て
工
事
を
施
行
中
て
あ
り
ま
す
。

「富
士
山
直
轄
砂
防
二
0
周
年
記
念
事
業
」
は
、

こ
れ
ら
砂
防
事
業
の
進
捗
を
記
念
し
、
住
民
や
関
係

者
の
皆
さ
ん
に
砂
防
事
業
へ

の
関
心
や
理
解
を
深
め

て
戴
き
、
さ
ら
に
将
来
に
向
け
て
よ
り

一
層
の
促
進

を
図
る
た
め
実
施
す
る
も
の
て
す
。

記
念
行
事
は
、
大
沢
扇
状
地
の
植
樹
祭
を
始
め
、

大
沢
崩
れ
現
地
見
学
会
、
ま
た
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
を
羹
し
ま
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
方
の
積
爵

な
参
加
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
0
周
年
記

盆^
H
悉
夫
行
委
員
長

富
士
宮
市
長

吉

田

二
市

一
町
及
ぴ
関
係
機
関
か
ら
成
る

記
念
事
業
実
行
委
員
会
設
立

去
る
八
月
二
十
一
日
に
、
地
元
二
市
一
町
の
首
長
及
び
関
係
機
関
の
方
々
か
ら
な
る
二
Q
周
年
記
念

真
業
準
備
会
が
開
催
さ
れ
、
「
富
士
山
直
轄
砂
防
二
Q
周
年
記
今
著
こ
否
K

行
委
員
会
」
と
記
今
溢
H
示の

内
容
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
に
吉
田
富
士
[
呈
屯
衣
な
副
委
目
長
に
渡
辺
富
士
市
羨
か
選
出
さ
れ
ヽ
地
R
二
市

h
沼
伶
）

関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
、
各
種
記
念
事
業
が
今
秋
か

‘2米
秋
に
か
け
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
既
に
去
る
＋
自
千
五
日
に
「
見
学
会
」
が
、
二
十
四
日
に
「
植
樹
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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廉

旦
、~r創り出そう
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更
1. 

墨

＇ 
大沢崩れと

御中道見学会

●平成元年10月15日（日）

隻
富士山との優しいふれあいを」

2.植 樹 祭

●平成元年10月24日囮

これから行われる事業

緑の砂防ゾーンの
創出

小学生を中心とした一
一般の人びとの参加
による櫨圏攀．

●嶋所／大沢扇状埠

• 期日／平成 2 年ヽ月～ 5 月

●内書／

富士山と私

●講鵬／

山岳写真蒙白歪史朗氏

●会湯／ホワイトパレス富士市
●櫨金鱒

.l111日／平成2年2月8日
• 入鳩料／霧料

• テーマ／

富士山のなりだちと
明日の姿

基鵬輯告とパネルディスカッション

•惰償士叩なりたち識と輯l
富士山・の謁発と遍農

富出鳩菖虹帽Vゎ”"珊a碩
・食嶋／富士富市民文化食・

•JIii日／平成 2 年 7 月下旬

直轄砂防
事業開始

20周年の記念式典

．會嶋／富士富市内

• Illa／平成 2 年IOI!.l:.旬

ー
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ー大沢 • 御中道見学会一

『
豊
か
か
自
宏
一
』

r
 

大
沢
沿
川
に
は
カ
ラ
マ
ツ
の
巨
木

が
生
い
茂
り
、
そ
の
下
に
は
可
憐

な
草
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
。

、----. 
大沢崩れの縁では崩壊が進み、 樹木の根が露出し枯
死し、やがて風倒木となる。

■この秋、おおせいの人 i々,大沢崩れの源頭部を訪れました。
• 9 月 13日／富士宮市議員及び祀 50名

• 9 月27日／地元記者クラプ 20名

●10月6日／芝川町議員及び疇 30名

●10月15日／一般見学会 参n憤65名

そ：

標高2,100mの地点で懸命な調査工事が
進められている。作業効率と現地への
適応工法の検討が行われている。

その他、雑誌｀＇週刊新潮＂、‘`土木施工＇’

取材班なと、

のべ人員約200名i

ヽヽ
・ぃ
a
L
 

大

沢

崩

れ

今
か
ら
約
千
年
前
に
始
ま
っ

た
と
言
わ
れ
、
現
在
で
も
毎
日

莫
大
な
土
砂
が
崩
れ
落
ち
て
い

る
。
貸
重
な
自
然
が
失
わ
れ
、

嘩
S
土
沙
害
の
原
因
と
な
っ

）長さ 2,lOOm 
ょる

乞卜 幅 500m 

計 深さ 150m 

崩壊累積量

7,500万m'
年平均崩壊量

20万m'

ヽ̀・
 

＇` 

，
 

ヽ

9
月
13
日

源
頭
部
を
訪
れ
た
富
士
宮
市
の
一
行

大
沢
崩
れ
の
縁
に
オ
ッ
カ
ナ
ピ
ッ
ク
リ
仔
む

一
般
参
加
者

富士山生誕の歴史を秘める崩壊南斜面、玄武岩質の溶岩
の層とスコリヤ層（噴出砕屑岩）の互層からなっている。
スコリヤ層から崩壊が始まり、次いで溶岩が落下する。
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10月24日に富士宮市立東小学校6年生約120名、
実行委員会50名の参加により行われだ。

植樹に先立ち大沢崩れの勉強

～記念樹の植樹～

とまどい、楽しみながらの植樹。
（おじさん、お兄さんの手もかりて）

富
士
砂
防
工
事
事
務
所
長

寺

本

和

子

建
設
省
富
士
砂
防
工
事
事
務
所
が
、
大

沢
崩
れ
の
対
策
を
始
め
て
か
ら
二

0
年、

扇
状
地
に
は
広
大
な
遊
砂
地
が
ほ
ぽ
そ
の

全
容
を
現
わ
し
、
下
流
地
域
の
安
全
度
は

飛
躍
的
に
向
上
し
た
も
の
と
自
負
致
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
間
の
地
域
の
皆
様
方
の

力
強
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

大
沢
崩
れ
の
対
策
は
、
よ
り
困
難
な
崩

壊
の
拡
大
防
止
に
工
事
の
重
点
が
移
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
五
十
八
年
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
、
大
沢
以
外
の
渓
流
の

砂
防
工
事
に
つ
き
ま
し
て
も
、
富
士
山
三

六
0
度
の
土
砂
害
防
止
の
責
務
を
負
う
当

事
務
所
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
総
鏃
し
つ

つ
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

工
事
に
当
た
っ
て
は
富
士
山
の
貴
重
な

自
然
や
文
化
を
十
分
に
勉
強
し
、
こ
の
地

域
に
と
っ
て
最
普
の
方
法
を
選
ん
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

富
士
砂
防
工
事
事
務
所
は
皆
様
の
ご
要

望
に
お
応
え
し
、
引
続
き
地
域
の
安
全
度

を
向
上
し
、
皆
様
の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
た
＜

さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
下
さ

い
。
ま
た
＾
r
ま
ぞ
と
変
わ
ら
ね
ご
支
援
ご

協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

お

ね

が

い

・
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